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1. 	 最近経験した再生不良性貧血の 2例 
2. 	 Refractory anemiaの病態を呈し， 1年 6カ月後
に発症した AMLの 1例
中村博敏，吉田勢津子(成田赤十字)
喜屋武邦雄，伊藤国明，藤岡成徳
(千大) 
25歳頃より顔色不良を指摘され， 47年貧血を指摘され
た。 55年 2月精査のため当院入院。 WBC2900/mm3， 
Hb 7.0g/dl，Plt 17万/mm3，Erythroblast 3/100 WBC， 
骨髄穿刺で異型細胞(ー)，Erythroblast 31 %， Sidero-
blast 66% (Ringed formなし)。骨髄生検は過形成， 
F errokineticsで PID83min，% RCIU 79%0 VitB6， 
Fluoxy-mesteroneにも反応せず， Refractory anemiaと
して経過観察中56年10月，末梢血液に異型細胞出現。骨
髄穿刺で Myeloblast(Aulr小体(+ POD (+)) )， 
73.4%と AMLに移行したと考えた。 
3. 	 興味ある心所見を呈した悪性リンパ腫の 1例
脇田久，王伯銘，藤岡成徳
(千大)
宮崎彰 (同・ 3内科)
悪性リンパ腫による死亡者数は年々増加してきてお
り，訂正死亡率においても悪性新生物の 6位を占める疾
患となってきた。従来，悪性リンパ腫の心転移'例は約20
%にみられるが，臨床症状を呈するものはそのうちの10
%に過ぎないといわれている。しかし治療法の進歩とと
もに長期生存例が増加するにしたがい，今後臨床症状を
呈する心転移例の増加が予想される。我々は多彩な心症
状を呈し，剖検で心転移が確認された悪性リンパ腫の一
例を経験したので報告する。 
4. 	 橋本氏病に合併した悪性リンパ腫の 1例
松村竜太郎，浅井隆善，藤岡成徳
(千大)
鈴木晴彦 (同・耳鼻科)
症例， 74歳男性，昭和56年 6月前頚部腫癌により発症
し，悪性甲状腺腫の診断で 8月 6日甲状腺全摘術施行。
病理組織で橋本病に合併した悪性リンパ腫と診断され第 
2内科転科。悪性リンパ腫は反田神経，気管リングに浸
潤し，肝，ソケイ部リンパ節にも浸潤が認められ Stage 
Nと診断した。マイクロゾーム抗体25000倍，サイロイド
抗体6400倍， CRP+ESR 60/hr Hb 1O.7g/dl，CHOP-
Bleo化学療法施行し，経過順調である。 
5. 	 急性白血病の骨髄 CFU-cについて 
6. 	 消化管出血をくり返した Angiodysplasiaと思わ
れる 1例
鈴木康夫，今泉照恵，宮平守博
笠貫順二，徳政義和 (千大)
原因不明の消化管出血をくり返した67歳の女性，強度
の ASi，胃内に芋虫様隆起と出没をくり返す Telangiec-
tasisを認め大動脈に硬化性変化があり Angiodysplasia
と考えた。文献的には本症の治療は切除術が主に行なわ
れてきたが，本例の経過よりレーザー焼灼が最善と思わ
れる。 
7. 	 炎症性腹癌形成性非特異性大腸潰霧の 1例
椎名達，也，今泉照恵，宮平守博
笠貫順二，徳、政義和 (千大)
大腸内視鏡，注腸X線像にて 4年半経過観察した47歳
男性で，有頚性ポリープを合併した回盲部非特異的潰療-
の手術例を報告した。潰療は単発，円形，境界鮮明，穿
通性で，池田らの炎症性腫癌形成性非特異性大腸潰療と
同一の病変と思われた。単純性腸潰蕩，クローン病との
